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影し，水平と垂直方向に分け可動域を面積で算出した．(Phase 2)成豚の死体（平均 30.8 ± 4.9kg）を
用い従来法の lateral approach（左胸腔アプローチ）と剣状突起下アプローチを比較した．剣状突起






は左 9.17 ± 0.74cm，右 8.88 ± 0.58cmに対し，剣状突起下アプローチでは左 11.7 ± 1.90cm (P=0.0131)，
右 11.8 ± 1.69cm (P=0.00824)と左右とも有意に長くグラフトの損傷も認めなかった．内胸動脈剥離時間
は，従来法で左 43.3 ± 13.7分，右 52.3 ± 8.21分に対し，本法では左 39.7 ± 13.2分(P=0.521)，右 34.7 ± 8.14
分(P=0.0130)と，右内胸動脈剥離時間は有意に短かった． 
【考察】剣状突起下アプローチは左右の内胸動脈の見え方に差がなく視野が良い．分枝処理する場合
も枝が裏側に隠れず見やすいため，特に右で剥離時間が短く，剥離できる長さも長く，安全で有用な
方法であると考えられた．  
【結語】ロボット支援下での剣状突起下アプローチにより，採取グラフト長の延長，剥離時間の短縮
が可能であった．本法は動脈グラフトのみによる低侵襲多枝バイパスを可能にする画期的なグラフト
採取法であると考えられた． 
 
